
 

 

 

報道関係者各位                                                 2 0 23 年 11 月 9 日（木） 

デジタルハリウッド主催 

近未来教育フォーラム 2023 

-Conversation with AI-
 

白井暁彦、中西崇文、茂出木謙太郎、等 

AI 有識者によるライトニングトーク 
 

2023 年 11 月 18 日（土）16:00-19:00 

https://www.dhw.co.jp/forum/ 

 

I T 関連及び デジタルコンテンツの人材養成スクール・大学・大学院を運営するデジタルハリウッド

株式会社（ 本社：東京都千代田区、代表取締役社長兼 CEO 吉村毅、学長 杉山知之）は、『近未来

教育フォーラム 2023  -Con ve r s a t i o n  w i t h  A I - 』と題し、近未来の教育実践について考えるフォー

ラムを 11 月 18 日（土）に開催します。  

本フォームの「ライトニングトーク」 では、A I 分野に精通す るデジタルハリウッド大学の教員である

白井暁彦、中西崇文、茂出木謙太郎、石川大樹らによる、「Conve r s a t i o n  w i t h  A I 」と自身の研

究・実践テーマを関連づけたプレゼンテーションを行います。 

学校・企業の教育関係者、デジタルコミュニケーション領域の実務家・研究者の皆様をはじめ、デ



 

 

 

ジタルハリウッドの学生や受講生、保護者の方々、入学検討者に至るまで、幅広い方々のご参加を

お待ちしています。  

 

■近未来教育フォーラム 2023  -Conversa t i on  w i th  A I-  開催概要 

ht t p s : / / www . d h w . c o . j p / f o r um/   

 

  

 

日時：2023 年 11 月 18 日(土)  1 6 : 0 0～19 : 0 0 （開場 15 : 3 0）  

 

タイムテーブル：  

15 : 3 0  開場 

16 : 0 0  開演 

16 : 1 0  基調対談《前編》  

L i f e  I n  Da t a の 10 年を振り返る｜生成系 AI の未来とこれからのクリエイティブ教育 

17 : 0 0  ライトニングトー ク 

17 : 2 0  基調対談《後編》  

18 : 0 0  閉演・懇親会（オフライン会場のみ）  

19 : 0 0  終了 

 

会場：デジタルハリウッド大学 駿河台キャンパス  

（東京都千代田区神田駿河台 4-6  御茶ノ水ソラシティ アカデミア 4F）  

 

開催方法：  

オフライン（ 駿河台キャンパス） 

オンライン（ YouTube  L i v e ）  

 

参加申込：Pea t i x にて要予約 

h t t p s : / / kmk f 2 0 2 3 . p e a t i x . c om  

 

定員および 参加費：  

オフライン 50 名／お一人様 2 ,000 円（懇親会費含む）  ※ 定 員 に 達 し 次 第 締 め 切 ら せ て い た だ き ま す 。  

オンライン 定員無し／無料 

 

主催：デジタルハリウッド株式会社  

 

■各講演の詳細  



 

 

 

《 ラ イ ト ニ ン グ ト ー ク 》 「 Con v e r s a t i o n  w i t h  A I 」 と 自 身 の 研 究 ・ 実 践 テ ー マ を 関 連 づ け た 、 デ ジ タ ル

ハリウッド所属の有識者による各 5 分間のプレゼンテーションを行います。 

 

【登壇者】 

 

白井 暁彦 

デジタルハリウッド大学大学院 客員教授 

 

メタバース 開発、VR エンタ テイン メン トシステ ム、メディ ア アート

研 究 、 写 真工 学 、 画 像工 学 を 専 門に 画 像 生 成の 研 究 開 発で 30

年 近 い 経 験 を 持 つ 博 士 ( 工 学 ) 。 芸 術 科 学 会 副 会 長 。

Stab l eD i f f u s i o n のリリースから 2 ヵ月で 2 冊の書籍「A I とコ

ラボして神絵師になる」 を執筆。 

2023 年 9 月より日米間をクリエイティブ＆コミュニケーション AI

で繋ぐ国際企業「A ICU  I n c . 」CEO。  

インプレス「窓の杜」にて「生成 AI ストリーム」連載中。 

 

テーマ： 

クリエイティブ AI ラボ「 CA IL」～技術同人誌を通した生成 AI 時代のクリエイティブリーダー教育 

 

概要： 

クリエイティブ AI ラボ「 CA IL」はメタバースを超える「クリエイティブ A I 時代のサービス開発」を研究

しているラボプロジェクトについてお話します。Cha tGPT ベースの LINE ボット実装、UX 開発を含

む 5 冊の技術書を制作・販売。Cha tGPT の「長期記憶」問題に対する論文も発表。米国デジハリ発

AICU が 同 様 の 社 会 実 装 を 進 行 中 で す 。 ア ニ メ 、 ゲ ー ム 、 広 告 、 自 治 体 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ や

「Stab l eD i f f u s i o n  Supe r  I l l u s t r a t i o n 」等の書籍メディアで展開し、専門学校での教科書採用も期

待されます。 

 

中西 崇文  

デジタルハリウッド大学大学院 客員教授 

武蔵野大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科長 准教授 

早稲田大学 総合研究機構 客員主任研究員 

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター  主任研究員 

 

データサイエンティスト、博士(工学)。2006 年より情報通信研究機

構にてナレッジクラスタシステムの研究開発等に従事。2014 年 4

月 よ り 国 際 大 学 グ ロ ー バ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ セ ン タ ー 准 教 授 ・

主 任 研 究 員 、 テ キ ス ト マ イ ニ ン グ 、 デ ー タ マ イ ニ ン グ 手 法 の 研 究 開

発 に 従 事 。 2 018 年 4 月 、 武 蔵 野 大 学 工 学 部  数 理 工 学 科  准 教

授。現在、独自の説明可能な AI (XA I )技術である A IME を軸に、

シ ス テ ム の 研 究 開 発 や そ れ ら の ビ ジ ネ ス 、 サ ー ビ ス の 立 ち 上 げ を

目的とした企業連携研究プロジェクトを多数推進中。 

専 門 は 、 XA I 、 デ ー タ マ イ ニ ン グ 、 感 性 情 報 処 理 、 メ デ ィ ア コ ン テ ン

ツ分析など。 

 

テーマ： 



 

 

 

A IME（独自の説明可能な AI 技術）が示す世界：A I 自身が出した結果に責任を持つ日 

 

概要： 

A I ・ 機 械 学 習 が 導 き 出 す 推 定 結 果 が 様 々 な 分 野 の 様 々 な 人 々 の 重 要 な 意 思 決 定 に 使 わ れ る こ と に

な る 現 在 に お い て 、 A I ・ 機 械 学 習 シ ス テ ム の 公 平 性 、 説 明 可 能 性 、 透 明 性 が 求 め ら れ て き て い ま

す。これ らを 実現するた めには、 こ れまでの AI・機 械学習 の精度を 求 める研究 だ けでなく、A I ・ 機械

学 習 が 導 き 出 す 推 定 結 果 や 機 械 学 習 モ デ ル の 解 釈 可 能 性 、 説 明 性 を 確 保 す る 研 究 ( 一 般 的 に 説 明

可 能 な AI 、 Exp l a i n a b l e  A I 、 XA I と 呼 ば れ る ) が 重 要 と な り ま す 。 A I ・ 機 械 学 習 モ デ ル の 解 釈 、 説

明、推定結果の説明を実現する独自の手法 AIME の研究 を進めており、A IME によって、A I ・機械

学 習 が 導 出 し た 推 定 結 果 を 説 明 す る こ と に よ り 、 Re spon s i b l e  A I ( 責 任 の あ る A I ) に 辿 り 着 け る の

か、人間と AI・機械学習との協働の形を考察しながら、今後の AI・機械学習動向についてお話しま

す。 

 

茂出木 謙太郎  

デジタルハリウッド大学 准教授 

株式会社キッズプレート 代表取締役 

 

トミー（現タカラトミー）、Web 制作会社などを経て、2007 年に株式

会 社 キ ッ ズ プ レ ー ト を 設 立 し 、 VR コ ン テ ン ツ 制 作 に 注 力 。 ア ベ マ

TV 「 に じ さ ん じ の く じ じ ゅ う じ 」 、 文 化 庁 ・ 文 化 財 多 言 語 解 説 整 備 事

業 （ VR 発 願 体 験 ） 等 の コ ン テ ン ツ 制 作 を 行 う 。 ア バ タ ー 会 議 参 加

シ ス テ ム 「 N ICE  CAME RA 」 を 開 発 。全 員 ア バ ター に よ る 授業 や 遠

隔 で の 授 業 を 行 い 、 メ タ バ ー ス を 活 用 し た 次 世 代 の 生 き 方 に つ い

て検証と実践をしている。 

 

テーマ： 

2030 年アバターで働く未来 

 

概要： 

内 閣 府 が 掲げ て い る「 ムー ン シ ョ ッ ト目 標 １ ： 2050 年 ま で に、 人 が 身 体、 脳 、 空 間 、時 間 の 制 約か ら

解 放 さ れ た 社 会 を 実 現 」 は 、 サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ア バ タ ー へ の 言 及 が 中 心 と な る こ と が 多 い が 、 こ の 実

現に必要な UI は CG アバターをベースに発展していくと考えられる。デ ジタルハリウッド大学でのア

バ タ ー 授 業 を は じ め と し て 、 「 ア バ タ ー で 働 く こ と を 社 会 実 装 す る 」 に 向 け て の 研 究 の ご 紹 介 を し ま

す。 

 

石川 大樹  

デジタルハリウッド大学大学院 兼任助教 

デジタルハリウッド株式会社 まなびメディア事業部 動画教材開発チーフ 

動画教材開発研修講師 

 

大 学 卒 業 後 、 大 手 キ ー 局 に て 報 道 番 組 を 中 心 に 編 集 ・ 動 画 配

信 ・ デ ィ レ ク シ ョ ン を 担 当 。 2004 年 デ ジ タ ル ハ リ ウ ッ ド 入 社 以

来 、 数 多 く の 新 規 事 業 に 携 わ る 。 番 組 制 作 と 新 規 事 業 経 験 を 活

か し 、 現 在 は 映 像 教 材 や 教 育 メ デ ィ ア を 開 発 。 そ し て 、 デ ジ タ ル

ハ リ ウ ッ ド 大 学 大 学 院 の 実 務 家 教 員 と し て 映 像 教 材 の 教 育 効 果

を 研 究 、 そ の 成 果 や イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ ル デ ザ イ ン の 観 点 か ら の



 

 

 

教職員向けのオンライン・動画活用研修を手掛ける。 

 

テーマ： 

e ラーニングにおける質疑応答機能としての Cha tGPT 活用 

 

概要： 

自 身 の 目 的 に 合 っ た 動 画 教 材 を 選 択 し 、 能 動 的 に 学 習 す る 授 業 ス タ イ ル を 通 じ て 、 e ラ ー ニ ン グ の

学習メソッドを研究する「 デジタル表現基礎」。 

目 標 設 定 と 要 素 分 析 ・ 振 り 返 り に よ る 自 己 調 整 学 習 、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に よ る 気 づ き な ど の

従来の授業メソッドに加え、今回新たに不明点解消の手段としての Cha tGPT 活用に着目。学習効

果を高める活用ログの収集方法、見えてきた傾向など、授業での検証結果を報告します。 

 

 

■近未来教育フォーラムとは 

趣旨： 

近 未 来 教 育 フ ォ ー ラ ム は 、 人 間 の 文 化 と 生 活 に 関 連 す る 大 き な 変 化 と 潮 流 を 見 据 え 、 そ の 基 盤 と し

て の デ ジ タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 領 域 に お け る 先 端 的 な 知 見 と 、 真 理 の 探 究 や 人 間 の 拡 張 に の ぞ む

深 い 智 慧 へ の 接 続 を 試 み る 場 で す 。 こ こ で 得 ら れ た 知 見 と 智 慧 を 踏 ま え て 行 う 対 話 を 通 じ て 、 近 未

来に向けて私たちが取り組むべき教育実践のアップデートを行います。 

  

過去の開催テーマと主なゲスト：   

・ 2022  「Be i n g  Av a t a r 」   久保田 瞬 氏 

・2021  「BECOM ING」   宮田裕章氏 

・2020  「Ra i s e  Ou r  F l a g 」  松島倫明 氏 

・2019  「 I n  Rea l  T ime」  白井暁彦 氏 

・2018  「The  ART  i n t o  F u t u r e 」  布施英利 氏 

・2017  「Augmen t e d  Human-人間拡張への序曲-」  稲見昌彦 氏 

・2016  「Da i l y  L i f e  w i t h  Supe r  Te chno l o g i e s 」   山海嘉之 氏 

・2015  「 powe r e d  b y  A I  -人工知能がドライブする人間社会-」  中山五輪男 氏 

・2014  「L i f e  I n  DATA」  橋本大也 氏 

・2013  「P r o g r ammab l e  Wo r l d の時代 ～変革する人材育成～」 坂村健 氏 

・2012  「 デジタル コミュ ニケーシ ョン で加速する オープンエ デュケーショ ンに よる 教 育革命」  飯 吉 透 

氏 

・2011  「つくってる？みらい」田坂広志 氏 

・2010  「E xp l o r i n g  Ne w  Educa t i o n  i n  D i g i t a l 」  宋文州 氏 

  

【 デ ジタルハリウッド株式会社】 

h t t p s : / / www . d h w . c o . j p /  

 

1 9 94 年 10 月、会社設立と同時に日本初の実践的産学協同のクリエイター養成スクールを開校。 

現在、東京と大阪に専門スクール「 デジタルハリウッド」と、全国の各都市に Web と動画が学べるラ

ーニングスタジオ「デジタルハリウッド STUD IO」、そして e ラーニングによる通信講座「デジハリ・ オ



 

 

 

ンラインスクール」を展開。 

2004 年 に は 日 本 初 、 株 式 会 社 に よ る ビ ジ ネ ス ×ICT× ク リ エ イ テ ィ ブ の 高 度 人 材 育 成 機 関 「 デ ジ タ

ルハリウッド大学院（専門職）」、翌 2005 年 4 月に四年制大学「デジタルハリウッド大学」を開学。 

設立以来、デジタルハリウッド全体で 9 万人以上の卒業生を輩出している。  

ま た 、 デ ジ タ ル ハ リ ウ ッ ド 大 学 開 学 時 よ り 導 入 し て い る 、 動 画 教 材 と 対 面 授 業 を 組 み 合 わ せ た 「 ブ レ

ン デ ィ ッ ド ・ ラ ー ニ ン グ 」 の ノ ウ ハ ウ を 活 か し て 、 大 学 ・ 専 門 学 校 の 教 育 機 関 を は じ め 塾 ・ 障 害 者 支 援

サ ー ビ ス 企 業 ・ 教 育 サ ー ビ ス 企 業 向 け に 、 オ ン ラ イ ン 授 業 の 導 入 及 び 活 用 支 援 サ ー ビ ス 「 デ ジ タ ル

ハリウッドアカデミー」を国内外に展開。 

さらに 201 5 年 4 月、スタートアップ志望者を対象としたエンジニア養成学校『 ジーズアカデミー』を

開校し現在東京と福岡に展開。同年 11 月には、日本初のドローンビジネスとロボットサービス産業

の 推 進 を 目 的 と し た 『 デ ジ タ ル ハ リ ウ ッ ド  ロ ボ テ ィ ク ス ア カ デ ミ ー 』 を 開 校 す る な ど 、 デ ジ タ ル コ ン テ

ンツ業界の人材育成と、産業インキュベーションに力を注ぐ。 

2024 年 10 月に設立 3 0 周年を迎える。 

 

 

【メディア各位：取材に関するご案内】 

 

「 近 未 来 教 育 フ ォ ー ラ ム 」 に 、 万 障 お 繰 り 合 わ せ の 上 、 ご 参 加 並 び に ご 取 材 い た だ け ま す よ う お 願 い

申し上げます。 

取材ご希望の方は、下記取材に関する留意事項をお読みいただき、メールにてお申し込みく ださい。 

 

＜取材お申し込み方法＞ 

下記フォー ムにご記入の上、11 月 17 日（金）までにメールでお申込みください。 

 

＜留意事項＞ 

・オンライン参加希望の方には事前に YouTube  L i v e の URL をお送りいたします。 

・登壇者および主催者より、オフレコ及び撮影不可の指示が入る場合がございますので、記事掲載

の際はその点を反映いただきますよう、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

・スクリーンショット画像を紙面（誌面）にご使用の際は、事前に内容を確認させていただけると幸い

です。 

・メディアの皆様は懇親会を無料でご案内させていただきます。（懇親会のみの参加はご遠慮くださ

い） 

 

- - ------------------------------------------------------------------------  

＜取材申し込みフォー ム＞ 

・貴社名 ：  

・貴社媒体名： 

・お名前 ：  

・電話番号 ：  

・メールアドレス ：  

・参加方法 ：  会場 ・  オンライン 

・取材形式（ 該当を全て記載） ：  スチール ／ 映像（TV  ・  Web）  ／ 撮影無し 

・ご来場予定時間 ：        ／ 途中参加（   時ごろ参加予定）  

・参加希望の講演に〇をつけてください： 基調講演 ・  ライトニングトーク 

・懇親会 ：  参加します ・  参加しません 

--------------------------------------------------------------------------  



 

 

 

→ メール返送先：p re s s@dhw . c o . j p   (件名： 『近未来教育フォーラム 2023』取材希望)  

 

 

【当プレスリリースに関す るお問い合わせ】 

デジタルハリウッド株式会社 広報室：川村 

 ma i l : p r e s s@dhw . c o . j p  

 TEL：03-5289-9241  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 デ ジ タ ル ハ リ ウ ッ ド 公 式 サ イ ト ： h t t p s : / / w w w . d h w . c o . j p /  

 過 去 の プ レ ス リ リ ー ス ： h t t p s : / / w w w . d h w . c o . j p / p r e s s - r e l e a s e /   

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 


